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地中レーダーの海岸平野研究への応用

Application to the coastal plain research of the ground penetrating radar
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　我々はこれまで，海岸平野地下浅所の堆積物の高分解能イメージングを目的として地中レーダー（GPR）とボーリン
グ調査を組み合わせた調査・解析手法の開発を行い，いろいろな海岸平野において調査を行ってきた．これまでに調査
を行ったのは，波浪卓越型の海岸平野である九十九里浜平野および仙台平野，砂州地形として発達した弓ヶ浜半島（徳
岡汽水環境研究所との共同研究），砂嘴地形である三保半島（東海大学・海洋学部との共同研究）である．さらに，津波
堆積物調査を根室半島で行った．
　我々が使用しているGPRは，カナダ Sensors & Software社の pulseEKKO 100である．使用するアンテナはアンシー

ルド型である．アンテナ重量が軽いため機動性に優れているが，外部ノイズの影響を受けやすいという欠点もある．効率
的調査を可能にするための調査手法の工夫とできるだけ解釈容易なGPR断面を得るためのデータ処理手法の開発を行っ
てきた．
　GPR調査結果の一例として，九十九里浜平野の結果を示す．九十九里浜平野では，約 6000年前の高海水準時以降に

数回の海面低下に伴う海岸線後退により現在の浜平野が形成されたとされる (森脇, 1979)．この浜平野では既存のボーリ
ング地点付近でGPR調査を行った．現海岸線の約 3km内陸で得られたボーリングコアの上部外浜堆積物より 2300-2200
cal yr B.P.の海浜堆積物が得られている (Tamura et al., 2003)．GPR断面の反射断面層序は上位より後浜，前浜，上部外浜
堆積相に相当する３層に区分され，その当時の海面を示す前浜堆積相と上部外浜堆積相境界の標高は 0m付近に位置す
る．前浜―上部外浜境界の標高はより内陸のGPR断面ほど高くなり，年代が古いほど海面が高かったことを示す．その
他の調査でも興味ある結果が得られた．それらについても概要を示し，今後の課題について述べる．
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